












要  旨

  a)単純性肥満を有する小・中学生を中心に成人肥満と小児の単純性肥満のかかわりを知

る為に追跡調査を行っている。小・中学生時代 4 年以上継年観察出来た例(78 例)と、1～

3年観察し得た例(82例)について、体型をパターン化して検討した。著しい肥満を 4年以

上観察した群(1 型)でわ成人後も全例著明な肥満であった。体型の変化について上記 2 グ

ループの間で検討したが 1部で有意差が認められた。追跡例が増えれぼもっと明確な差が

見られるであろう。

  TG について著しい肥満とバランスの良い体型(B)について比較した。著しい肥満でわ全

体として(B)よりは TG 値が高く、男子の方が女子より高かった。(B)体型では男女共 9 才

から TG 値は下がり始めるが、14～l5才で女子の TG 値は男子の TG 値を上回った。


